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〇
な
ぜ
台
風
の
と
き
に
気
象
病
に
な
り
や
す
い
の
？ 

気
象
病
は
、
気
圧
・
気
温
・
湿
度
な
ど
気
象
の
大
き
な

変
化
に
よ
っ
て
自
律
神
経
が
乱
れ
る
こ
と
が
原
因
で

起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
気
圧
の
変

化
に
よ
る
影
響
が
と
て
も
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い

て
、
そ
の
中
で
も
〝
気
圧
が
低
下
す
る
と
き
〟
に
症

状
が
出
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
体
内
で
気
圧

を
感
じ
る
セ
ン
サ
ー
で
あ
る
「
内
耳
」
が
脳
に
信
号
を

送
り
、
自
律
神
経
が
活
性
化
し
ま
す
。
聴
神
経
が
敏

感
な
人
は
、
こ
の
セ
ン
サ
ー
が
敏
感
な
傾
向
が
あ
り
、

一
般
の
人
が
感
じ
な
い
よ
う
な
少
し
の
気
圧
の
変
化

で
も
過
剰
に
自
律
神
経
が
活
性
化
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
の
で
す
。
気
圧
の
変
化
で
活
性
化
し
た
自
律

神
経
は
、
痛
み
の
神
経
を
直
接
刺
激
し
た
り
、
血
管

を
過
剰
に
拡
張
・
収
縮
さ
せ
て
周
り
の
神
経
を
刺
激

し
た
り
し
て
し
ま
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
発
生
さ

せ
て
し
ま
い
ま
す
。
台
風
は
大
型
の
低
気
圧
で
あ
る

た
め
、
台
風
の
接
近
に
伴
い
気
圧
が
低
下
す
る
こ
と

で
特
に
症
状
が
出
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す

ね
。 

〇
今
日
か
ら
で
き
る
気
象
病
の
症
状
を
和
ら
げ
る 

セ
ル
フ
ケ
ア
っ
て
？ 

□
ヨ
ガ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
ゆ
っ
く
り
長
く
で
き

る
運
動
を
す
る 

□
耳
た
ぶ
の
少
し
上
を
水
平
に
引
っ
ぱ
り
、
5
～
10

秒
し
た
ら
離
す 

□
耳
た
ぶ
の
後
ろ
側
の
骨
の
く
ぼ
み
（
顎
関
節
）
を

斜
め
上
に
ぐ
っ
と
押
し
、
約
30
秒
し
た
ら
離
す 

□
睡
眠
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る 

□
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
る 

【
気
象
病
】 

台
風
・
線
状
降
水
帯
～
私
た
ち
の
身
体
に
起
こ
る 

不
調
の
サ
イ
ン
～ 

雨
が
降
る
前
に
な
る
と
頭
痛
が
す
る
、
気
圧
の
変
化

で
め
ま
い
が
す
る
、
天
気
が
悪
く
な
る
と
古
傷
が
痛

む
・
・
・
な
ど
お
天
気
の
変
化
で
体
調
が
悪
く
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

そ
の
よ
う
な
症
状
は
、

『
気
象
病
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

〇
気
象
病
っ
て
な
に
？ 

気
象
病
は
、
気
候
や
天
気
の
変
化
が
原
因
で
お
こ
る

カ
ラ
ダ
の
不
調
の
総
称
。
季
節
の
変
わ
り
目
や
台
風

が
多
い
時
期
な
ど
に
特
に
起
こ
り
や
す
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

〇
気
象
病
っ
て
ど
ん
な
代
表
的
な
症
状
が
あ
る
の
？ 

◆
め
ま
い
、
◆
頭
痛
、
◆
疲
労
感
、
◆
吐
き
気
、 

 

◆
首
や
肩
の
凝
り
、
◆
低
血
圧
、
◆
関
節
痛
、 

◆
痛
み
（
古
傷
が
痛
む
）
、
◆
手
足
の
し
び
れ
、 

◆
う
つ
、
◆
喘
息
発
作
が
出
や
す
く
な
る
、 

◆
狭
心
症
の
症
状
の
悪
化 

 

 

 【断熱リフォームの提案】 日本の家の９０%が現在の省エネ基準に満たない住宅です。補助金対応で実現！ 

“スーパーウォールリフォーム” 

   

□
適
度
な
有
酸
素
運
動
を
し
た
り
、
湯
船
に
ゆ
っ

く
り
つ
か
っ
た
り
し
て
適
度
に
汗
を
か
く 

〇
食
事
で
も
で
き
る
気
象
病
の
症
状
を
和
ら
げ
る

セ
ル
フ
ケ
ア
っ
て
？ 

「
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
「
セ
ロ
ト

ニ
ン
」
の
分
泌
を
促
す
食
品
を
食
べ
る
こ
と
が
お

す
す
め
で
す
。
カ
ツ
オ
や
マ
グ
ロ
、
牛
乳
や
チ
ー

ズ
な
ど
の
乳
製
品
、
納
豆
や
豆
腐
な
ど
の
大
豆
製

品
、
ナ
ッ
ツ
類
や
バ
ナ
ナ
。
ま
た
ビ
タ
ミ
ン
B6
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
ナ
イ
ア
シ
ン
を
含
む
食
品
も
セ

ロ
ト
ニ
ン
生
成
に
良
い
の
で
、
こ
う
し
た
食
品
を

積
極
的
に
摂
り
入
れ
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
す
る
こ
と
が
緩
和
に
繋
が
り
ま
す
。 

         

〇
住
環
境
で
健
康
改
善
さ
れ
る
の
？ 

室
内
の
気
温
や
湿
度
は
健
康
被
害
に
大
き
く
影
響

し
て
き
ま
す
。
お
家
の
気
密
・
断
熱
性
を
高
め
る

こ
と
で
、
外
か
ら
の
熱
（
暑
さ
・
寒
さ
）
や 

湿
気

の
影
響
を
受
け
に
く
い
住
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
室
内
の
温
度
や
湿
度
を
そ
の
ま
ま
に

効
率
よ
く
換
気
で
き
る
計
画
換
気
シ
ス
テ
ム
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
寒
暖
差
疲
労
や
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
、
湿
度
に
よ
る
不
快
感
や
呼
吸
器
疾
患
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
災
害
か
ら
お
家
を
守
る
耐
震
・
耐
久

性
能
は
も
ち
ろ
ん
、
気
密
・
断
熱
性
能
、
快
適
な

空
気
質
は
健
康
・
快
適
な
暮
ら
し
に
は
欠
か
せ
な

い
要
素
な
ん
で
す
ね
。 

 

 



  
 

 

アソビエクラブ  

 株式会社 トリヤベ住建 

046-267-8270  大和市福田 662-8 

QR コードで 

読み取ってね！ 

 
◆私どもトリヤベ住建では水まわり、外壁・塗装工事、屋根工事、網戸の張替え、庭先の改修工事、防音工事、白アリ駆除

リフォーム全般、新築。に関するお家のことなら何でもご相談に応じます。お気軽にお声をおかけ下さい。 

また、当社ホームページからでもお問い合わせができますので是非ご利用ください。 

 

 

【平塚市 T様邸 建替え新築工事】 

 

5月２１日（土）T様邸の地鎮祭を執り行いました。曇り空の中の開催でしたが、 

終わって間もなくしてから大雨。これは普段からの行いの良さの賜物ですね。 

現在、目の前にあるご実家で仮住まいをしています。毎日のように工事進捗を見ることが 

できます。「楽しみで仕方ない」とお施主様がひと言。私どもスタッフも気を抜かずに、 

良い家づくりをしていきたいと思います。 

６月初旬、地盤調査を実施。台地で、ローム層という地盤なので判定が出てみないと 

分からない状況ですが、地耐力を期待しています。 

今月のレシピ 『ひじきのラタトゥイユ』（２人分） 

 

◆材料 なす 1本、 パプリカ（赤）1／2個 

    トマト 1個、 玉ねぎ 1／2個 

    さやいんげん 4本、 オリーブオイル 大さじ１ 

    ひじき（戻したもの）２００ｇ 

めんつゆ ５０mm 

◆作り方 

① なす、パプリカ、トマト、玉ねぎは１ｃｍ角に切る。さやいんげんは２ｃｍ長さに

切る。 

② フライパンにオリーブオイルを中火で熱し、ひじき、野菜をしんなりとするまで炒

め、つゆと水２００ｍｌを加えて、落し蓋をして水気がなくなるまで煮る 

『
食
べ
物
の
違
い
①
』 

◆
卵
と
玉
子
の
違
い 

・
調
理
前
の
（
殻
の
つ
い
た
）
状
態
が
卵 

調
理
さ
れ
た
も
の
が
玉
子 

・
生
物
学
で
は
卵
。
食
材
は
玉
子 

◆
ぼ
た
餅
と
お
は
ぎ
の
違
い 

・
春
に
食
べ
る
の
が
「
ぼ
た
餅
」 

・
秋
に
食
べ
る
の
が
「
お
は
ぎ
」 

◆
パ
ン
ケ
ー
キ
と
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
違
い 

一
緒 

『バリアフリーの工夫で家族みんなが安心生活』 

◆子供の家庭内事故や高齢者の身体機能の低下、障害が生じた場合でも安全に移動できるような住まい 

元気いっぱいな子供は成長するにつれて行動範囲が広がり、その中で多少のケガをしながら「危険なことは何か？」を学んでいくも

のです。しかし大きなケガや死亡事故に至るような事態は避けなくてはなりません。「転倒・転落、不慮の溺死および漏水」ずっと

見ていることはできないので少しでも危険のないように工夫しておくことが一番です。また、高齢者も家庭内でのケガ、事故死の割

合も非常に多いデータがあります。家族みんなが安全・安心な暮らしができるよう住まいに工夫をしておきましょう。 

≪室内すべて≫  段差の解消、すべりにくい床面 

≪バルコニー≫  手すり間隔は、子供の頭が入らない寸法 

         手すり付近には乗り越え防止として、台などを置かない 

≪階段≫     手すりの設置、緩やかな傾き 

≪トイレ≫    大人が一緒に入れる広さ（トイレの広さ確保は子供のしつけがしやすいため） 

         寝室とトイレは同じ階に設置する（高齢になるにつれ、夜間のトイレ使用頻度が高くなる場合もあるため、寝室

とトイレの間に階段があることは危険を伴います） 

≪浴室≫     すべりにくい床、浴槽の出入りに利用できる手すりの設置 

         浴槽での溺死防止のために、浴室の扉には鍵をかけ、貯め湯をしない（少しの残り湯でも、乳幼児がおぼれてし

まう可能性がある） 

≪建具≫     引き戸、開き戸の場合はドアクローザーの設置 

  

↑地盤調査 

 


